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【シリーズ・女性×鍼灸を考える】

地域の院から、産婦人科へ
つながりの中でひろがる、鍼灸師の仕事
下山佐智子 先生（くらもちはり灸・千葉の鍼灸 / 茨城県阿見町）

【リサーチ！わたしの鍼灸治療】

ひねるお灸・台座灸・箱灸を使い分ける
ツボの反応を丁寧に
すくいあげる施術 〈後編〉
中谷 尚子 先生
（はりきゅう maLu / 兵庫県神戸市）

【特集】

長生灸 Non-smokeの
新しい扉をひらく 
唐沢 具江先生
（六番町飯田クリニック / 東京都千代田区）

　産婦人科で入院鍼灸を受ける産後のお母さん達の反応を伺うと、「受けてみたかったけどどこに行ったらよい
かわからなくて」という声が多いそうです。産後の鍼灸ケアの存在は、現代のお母さん世代に意外と浸透して

いる、と言えそうですが、「どこに行けばよいかわからない」のは、もったいないですよね。治療院
で患者が来るのを待つのではなく、鍼灸師が産婦人科へ赴き鍼灸ケアを提供する機会を作ること
が、改めて大切だと思いました。
　一方「鍼灸って何をするの？」というお母さんには、小児針を見せて説明することもあると
いう下山先生。鍼は痛くないし、お灸も熱くない、小児針で子どもも治療できますよ、とお話し

すると安心されるそうです。いつでも説明できるよう、小児針を常に持ち歩いているとのこ
とで、取材中も「今ポケットから出てきました」と手品のようにサッと取り出して見せて
くれたのでした（ドラえもん？）。

2026年6月30日（火）まで

本誌へのご意見ご感想をお寄せください！
今後の「すえとこ｣制作の参考にさせていただきます。

ヨモギローがもらえる
チャンス！

ご回答いただいた方の中から、抽選で3名様に
ヨモギローぬいぐるみをプレゼントいたします。

プレゼント応募締切

下山先生

　記者が施術を受けさせていただいている間も、「ここに小さな子達がミチミチに並んでいます」
「左が終わったので、右が忘れないでって呼んでいます」とツボの様子をおもしろおかしく
（ただし先生自身はとても真剣）伝えてくださる中谷先生。身体が辛くて施術を受けてい
るはずなのに、気がつけば客観的に自分の身体を見つめている感覚で、それ
だけでも心が軽くなりました。「そんな風に見えているんだ」と思うことで、
自分の身体の発見につながる。そんな体験ができるのも東洋医学ならで
はですね。

中谷先生



茨城県阿見町で「くらもちはり灸」を営む下山佐智子先生。千葉の鍼灸合同会社（すえとこvol.12参照）
との縁をきっかけに産婦人科での連携をスタートし、現在は開業治療院と産婦人科の両方の現場で活躍さ
れています。「頑張る女性の力になりたい」という学生時代からの思いと、外の世界とつながり続けてき
た行動力。その歩みと治療への思いを伺いました。

―�ઌੜは;ͩΜʮくΒもͪはり灸ʯでྟচΛߦっ
ておΒΕΔのですͶ。

父が44年前に開院した整骨院が母体で、今は私
が継いでいます。もともと地域密着の整骨院とし
て、捻挫やぎっくり腰といった運動器の不調を抱
える方が来られる院でした。今も整形外科疾患の
方が多く来られますが、私が受け継いだ後は、運
動器に加えて内臓器疾患の方、そして不妊治療を
希望される方もいらっしゃるようになりました。
不妊治療を経て出産された方が、産後も赤ちゃん
を見せに来てくださって、また治療をするという

流れも自然に生まれていて。地域の方々の人生に
長く寄り添える場所になっていると感じていま
す。

―�ෆ೛࣏ྍのํもདྷΒΕΔΑうになったのは、何
かཧ༝があΔのでしょうかʁ

私自身が、免許を取ってすぐに都内の不妊鍼灸
専門院に勤めた経験があります。学生の頃から
ずっと、「婦人科症状や不妊症で悩む女性、頑張
る女性を鍼灸で元気づけたい」という思いを持っ
ていました。女性の社会進出がどんどん進んでい

地域に根ざし、産婦人科へ踏み出すまで

下山　佐智子 先生

くらもちはり灸
千葉の鍼灸

地域の院から、産婦人科へ
つながりの中で広がる、鍼灸師の仕事
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地域の院から、産婦人科へ
つながりの中でひろがる、鍼灸師の仕事
下山 佐智子 先生（くらもちはり灸・千葉の鍼灸 / 茨城県阿見町）

リサーチ！わたしの鍼灸治療〈後編〉
中谷 尚子 先生（はりきゅうmaLu / 兵庫県神戸市）

【コラム】すきさんのお灸どうでしょう 
#8 お灸のレシピを考える
鋤柄 誉啓 先生

【特集】
長生灸Non-smokeの新しい扉をひらく
唐沢 具江 先生（六番町飯田クリニック / 東京都千代田区）

【コラム お灸歳時記】
第8回  凪見観音から始まった旅
鍼灸師が民俗学の門を叩くまで
舟木 宏直先生
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ですので、事લに໰਍ථをهೖしていただき、当
೔は໰਍から࢝めて͚޲ڼとԣ޲きでࢪज़して、
お灸もして、ޙ࠷に͚޲ڼに໭ってऴྃという流
れです࢈。 、もないのでうͭ෬せはආ͚ますがؒޙ
それҎ֎はಛに変わったこともなく、いͭもとಉ
࣏͡ྍでᡤ

ㆿ㇃ㆎ

とお腹をݟながらਐめていきます。

�࢈― のお฼さΜにଟいのはどΜな঱ঢ়ですかʁޙ

ଟいのは、むくみ、ࠎ൫の௧み、腰௧、ձӄ部
の௧みです。この̏ʙ̐ͭの঱ঢ়を事લの໰਍で
ૌえる方がଟいです。でも、࣮ࡍに私が࢕うのは
໰਍ථがॻかれた਺೔ޙになることがଟいので、
そのあいだに身ମのঢ়ଶが変わっていることもଟ
くて。たとえ͹「̏ͭॻいたうͪ̎ͭはよくなっ
て、ࠓは腰௧が出てきました」とか。「身ମって
変わりΏくものだなあ」「人ؒの身ମには、ͪΌ
んと࣏すྗがൃ動しているんだなあ」とࢥわされ
ます。
それらのओૌに加えて、ශ݂気ຯだったり、௧

みࢭめを෰༻するようなঢ়ଶだったり、そうした
঱ঢ়がଟ͚れ͹Կらかのෆௐがあるとਪଌしま
す。だからといって鍼の本਺やお灸の૖਺を૿や
すことはしません。ޙ࢈の身ମはඇৗにσϦέー
トなので、刺ܹաଟにならないよう、使う鍼のछ
ྨやお灸をすえる࣌ؒの௕さʢドーθʣはಛに気
を͚ͭます。શମをݟて、ࠓ必要な࠷小ݶの݀を
બんでいきます。

―�ઌੜはお灸が͖޷ですかʁ

私、ֶੜのࠒ「お灸Ϋイーン」でしたʢসʣ。
Նٳみにࢴの上に஌೤灸をすえて、ཪがࠇくなら
ないように࿅शする॓୊が出て、ఏ出ճ਺がҰ൪
ଟかったのでΫイーンとݺ͹れるようになりまし
た。そんな࿩があるくらい、ֶੜの࣌からお灸が
きです。「あんなͪっͪΌいも͙さが、私の身޷
ମにԿをしてくれたんだろう」っていうくらい身
ମが変わるから、ͣっと޷きなんですよね。
よくݴわれているのは、「気を動かすのは鍼、

݂を動かすのはお灸」ということです。お灸をす

�࢈― ්ਓՊでのྟচのݧܦが、࣏ྍӃでのࢪज़に
も׆かͤΔ͜とはありますか。

そうですね。໘നかったのは、ྍ࣏ࢠٯで୅ද
的なࢸӄ΁のお灸のదԠଆにͭいて。ॾઆありま
すが「ঁੑだからӈ」とやっていたのを「ࠨでやっ
てみようか」と変えてみたら、すごくうまくいっ
たことがあったんですよ。そのときお腹の੺ͪΌ
んがஉのࢠだったんです。それで「もしかして、
੺ͪΌんのੑผがؔ܎しているのかな」とࢥって、
Ҏདྷͻそかに自෼のதでڀݚをଓ͚ています。こ
ういうൃݟができるのも、࣮ࡍにݱ৔にೖってい
るからこそですね。

ると、すごくᡤの५いが出るんです。だからੵۃ
的にお灸のྗをआりていますね。私にとってのお
灸は、Թめるために使うものというより、ᡤを変
える意ຯ合いの方が大きいです。
たとえ͹௕ੜ灸をすえて、೩মしているؒにᡤ

をみると、Ωϡーってམͪணいていきます。ᡤが
変化したのを֬ೝしたら、ޙ࠷まで೩えていなく
ても、お灸をはͣしてしまいます。ですから、ױ
ऀさんにお灸をڭえる࣌も「೤いのをΨϚンしな
くていい」とҊ಺しています。

پΛಈ͔͢の͸᭥、݂Λಈ͔͢の͸͓ؾ
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く中で、結婚もしたい、出産もしたい、仕事も続
けたい、子育ても充実させたい―そう考える女性
が増えています。彼女たちの人生のあらゆる局面
を、医療の中の鍼灸として支えたいと考えていま
した。
私自身も出産のときに鍼灸に助けられ、「鍼灸

師でよかった」と思わされた経験がありまして。

―�ͥ ͻ͑ڭてくͩさい。

第２子の出産の時に、ぎっくり腰を抱えていた
んです。このまま産んでも大丈夫かな？と心配し

ながらも無事出産することができ、産後すぐ自分
に鍼をして対処しました。本当にその時、免許を
取っておいてよかったなと思って（笑）。出産直
後で入院している時でも、どこにも行かずにベッ
ドの上で自分に鍼ができる、「こんな幸せなこと
ないよね」なんて鍼灸師仲間と笑って話していた
んですけど、「もし免許がなかったら、この身体
をどうすればいいかわからなくて途方に暮れてい
ただろうな」と思います。

―�ੈ のதのޙ࢈のお฼さΜにとって、鍼灸έアが
खのಧくと͜ΖにあΔのは、҆৺で͖Δという
͜とですͶ。

やっぱり必要だよねって思いました。産後にな
ると、赤ちゃんのこと、家族のことを優先して、
お母さん自身のケアは後回しになってしまいがち
です。今はパパさんたちが育休を取ってくれるよ
うになりましたけど、それでも実家が遠いとか、
預けられる存在がおられないという方々もたくさ
んいますから。

いなߦは、ʮくΒもͪはり灸ʯでのྟচΛࡏݱ�―
がΒ、औखࢢのʮかΜの්࢈ਓՊΫϦχοΫʯ
でのޙ࢈έアにもܞわっておΒΕΔという͜と
でした。

はい。卒後の勤務先で同期だった川見まり
あ先生（すえとこvol.12掲載）に、クリニッ
ク側が鍼灸師を探しているということでご紹
介をいただき、勤めることになりました。現
在（取材当時2025年12月）は毎週火曜日の午
後２時から５時に入院鍼灸、産後ケアの鍼灸
と逆子治療などの外来も担当しています。ク
リニックの看護師さんの健康もサポートさせ
て頂いています。ありがたいことに看護師さ
ん、保育や事務の方々は鍼灸に興味津々なん
です。

―�ೖӃ鍼灸はޙ࢈のお฼さΜが鍼灸࣏ྍΛड͚Β
ΕΔ࢓૊Έですかʁ

このクリニックで出産された方全員が、分娩後
に鍼灸施術を受けられる取り組みです。１枠30分

がΈる΋のࢣپ৔で、᭥ݱਓՊの්࢈
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のݱ৔でಇくػձを࣋っておくとか、「࿈ܞでき
る」というスλンスにしておくことが、࣍の何か
につながると思います。

―�ษڧΛଓ͚ながΒ、֎とのͭながりΛ࣋ͪଓ͚
Δ͜とが、ࠓのઌੜのΩϟϦアΛ࡞ܗっていΔ
のですͶ。

ઍ༿の鍼灸に出ձい、チーϜで৘ใをڞ༗し೿
できるようになܞでҩ療と࿈ܗされるようなݣ
る、というのはとても効཰がいいγスςϜだと思
いました。
私自਎、࢈後にಇき方を見௚していたࠒに、ݸ

人で්࢈人Պを։ۀされている先ੜのところに鍼
灸ࢣとしてࢀՃできないか、৭々とಇきかけてみ
たことがあるんです。でも、なかなかスϜーζに
入れなかった。
ઍ༿の鍼灸には්࢈人ՊやυΫλーとの࿈ܞの

࣮੷やݧܦがあります。੢༸ҩֶの先ੜ方がඞཁ
としている৘ใや、࿈ܞの方๏࿦といったϊ΢ϋ
΢が஝ੵされているので、自分ͻとりでやるより
ずっと効཰がいいんです。
今もผの৽しいҩ療ݱ৔で鍼灸ができないか、

みたいな࿩をઍ༿の鍼灸で進めているのですが、
「こうしよう」「じゃあ私す͙ߦけるよ」みたいな
感じでςンϙよく進んでいます。໊ࣾこそ“ઍ༿
の鍼灸”ですが、もはやઍ༿ݝはとっくに௒えて
いて（স）。これからも׆動の৔は޿がっていく
と思います。こうした׆動にҰॹに޲き߹える鍼
灸ࢣを૿やしていきたいし、チーϜでಇく鍼灸ࢣ
自ମのҭ੒といったことにも取り૊んでいますの
で、ະདྷのՄೳੑにϫΫϫΫしていますね。

ある中で、౦༸ҩֶはٯ子治療のαϙートをした
り、つわりをܰݮさͤたり、そういったϚΠφー
トϥϒルにରしてす͝くॿけになれるものだよ
ね、ということです。
それがҩ療のݱ৔で࣮施されるには、やっͺり

υΫλーのಉҙがඞཁです。්࢈人Պで঺հして
もらえれば、ऀױさんも͝Ո଒も҆心できるので
すが、࣮ࡍは「どこを঺հすればいいかわからな
い」「どこにߦけばいいかわからない」というέー
スが大൒です。
されている੢༸ҩֶの先ੜଆも、౦ۀ人で։ݸ

༸ҩֶにಛԽした鍼灸の先ੜや࿈ܞできる先ੜを
めて୳している方が多い、という࿩をฉいていٻ
ます。だから私たͪはもっと੠を্げていかな
きゃいけないと思うんです。鍼灸はいろいろなこ
とをΦールϚΠςΟにできます。そうしたར఺が
あるから、්࢈人Պをはじめとしてଞのҩ療分໺
にどんどんࢀ入していくことが、鍼灸をඞཁとす
る人にಧけるためにඞཁなことですよね。

―�ඞཁとさΕた࣌に、ʮ私で͖ます！ʯとखΛڍ
͛ΒΕΔ͜ともେࣄですͶ。

私はษ強ձにॴଐしているのですが、そこでは
ఆظతに੢༸ҩֶのυΫλーをݺんでٛߨを։い
てくれます。ۙ࠷の්࢈人Պҩ療や、ήϊϜの࿩、
ൻ೘ثՊの先ੜなど、ຊ౰に෯޿い分໺のٛߨを
डけられます。υΫλーと࿈ܞできる鍼灸ࢣにな
るためには、੢༸ҩֶの஌ࣝや今起きていること、
今ඞཁとされているものを、ৗに஌りଓけないと
いけないと思います。そして、それにରしての治
療をৗに୳しଓける、ֶߍでษ強したことをϕー
スに、どんどんϒϥογϡアοプしてい
くこともඞཁです。
私はଔۀ後に結ࠗや出࢈をݧܦしまし

たが、そのؒも治療やษ強をずっとଓけ
てきました。その結Ռ、ઍ༿の鍼灸との
ԑがܨがり、もともと自分がやりたかっ
た්࢈人ՊΫϦχοΫでの鍼灸にࢀՃさ
ͤていただけるようになったのだと思い
ます。
鍼灸ࢣは։ݖۀがあるので、։ۀされ

る先ੜが多いと思います。その中で、自
分の治療Ӄの治療̍回分とかि̍回と
か、গないස౓でもいいので、ҧうҩ療
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川見先生ともよく話題にしているのですが、私
たちは西洋医学の恩恵をたくさん受けている一方
で、薬が使える・使えないなどの妊娠期の不安が

―�ࣗ ෼のӃΛ࣋ͪͭͭも、஍Ҭの්࢈ਓՊΫϦ
χοΫとも࿈ܞすΔという͜とは、ઌੜにとっ
てどΜなҙຯがありますか。

―�ᡤがΩϡーっとམͪணく、というのはʁ

陰虚の人は虚熱が上がり、脉が浮いています。
それがお灸をすると落ち着きます。治療では、浮
脉と沈脉の中間に来るように、鍼とお灸で治療し
ていきます。私は、お灸の熱がどこまで到達する
かよりも、患者様の「脉」に意識を集中させてい
ます。途中でお灸をとるのは、数回の脉の変化で、
身体がこれから少しずつ変わっていくことが十分
わかるからです。浮脉の方は、非常に早い段階で
変化が出るため、速やかにお灸を取り去ります。
沈脉の方は、もう少し時間はかかりますが、それ
でも「熱い」と感じる手前、脉が変化した「同時」
～「直後」のタイミングを逃さないようにしてい
ます。患者様の中には「もっと熱くしてほしい」
と希望される方もいらっしゃいますが、特に初め
ての方へのドーゼには細心の注意を払います。「物
足りない」と感じるくらいが、次回の施術を見据
えた最適な程度であると考えています。
脉の変化を狙う以外の使い方として、背部兪穴

を整えるためにお灸を使うことも多いです。痛み
や何かしらの症状が出ている方は、虚実のバラン
スがちぐはぐになっています。虚しているところ
は、目で見ても触ってもわかるくらい、ちょっと
ペコッとしていますよね。そこにお灸をして、先
に補ってあげることが大切です。補ってあげると、

逆に実して盛り上がったり張っているようなと
ころは、バランスが取れて落ち着きます。

―�お灸は、௕ੜ灸Λ࢖ったりͻͶΔお灸Λ࢖った
り、৭ʑですかʁ

虚実を整えたい時は、知熱灸をしたりします
ね。治療では、やっぱり自分でひねる方が“治療”
かな、と思うので、基本的にひねるお灸をベース
にしています。
一方で、お家でやってもらうお灸として、いつ
も長生灸をおすすめしています。長生灸は煙が少
ないのと、香りが害のある感じではないところが
好きで、使っています。あと、台紙の色がかわい
くないですか？ちょっと90年代っぽい、Y2Kみた
いな（笑）。
台座灸はセルフケアに取り入れてもらいやす
いですし、お灸が家にあって目に入るだけで、「治
療院に行こうかな」と思うきっかけにもなってい
ると思います。お母さんが家に持ち帰ったお灸
を、お子さんに大量に使われてしまって「買いに
きました（苦笑）」みたいなこともあって。なん
というか、患者さんとの「共通言語」みたいになっ
てくれる存在でいいんですよね。

つながることで広がる世界、未来の可能性

お灸の魅力を伝える
ため、Instagramで
も点灸の動画を定期
的に投稿。お灸の煙
が立ちのぼる美しい
映像を届ける。

@kuramochihariq
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奥深くにあったり。また、ツボの状態をみると、元気がなかったり、逆に盛
り上がって硬くなっていたり。そういった状態を見極めて、しっかりと竹筒
灸でケアしてあげることが、どの患者さんにも必要だと考えています。

―എதは஛౵灸、お腹΍ख଍のπϘは୆࠲灸という;うに
。い෼͚Δのはなͥでしょう࢖　

竹筒灸で背中をととのえる施術は結構時間がかかるので、お腹や手足のツ
ボには時短の意味も含めて台座灸をよく使います。
お腹や手足に現れるむくみを取るのは台座灸が得意としているところで、

「鍼でツボを刺激するよりも、大きくツボをଊえて୆࠲灸でྲྀれをととのえ
たい」という場合によく使っています。お腹がむくんでいる方の場合は、中脘や脾経のラインに台座灸をすえ
ると、むくみがスッと引いていきます。また足を触ってむくみが出ているときは、足三里や公孫、太白あたり
の胃腸に関連するツボに台座灸をして、その辺りのむくみを取ることで胃腸もケアします。

―ଞに、お灸Λ࢖う࣌に͑ߟていΔ͜と΍ؾΛ͚ͭていΔ͜とはありますか。

私は肩എ෦から্は、お灸ではなく鍼を使うようにしています。お灸は気࣋ͪྑいのでついついやりա͗て
しまいますが、の΅ͤやすいんですよ。私自਎、お灸をしてからしばらくして、ΧチΧチࢁのた͵きみたいに
എ中が೤くなってしんどくなってしまったことがあって。「私、ขき໦എෛってないʁ」って༑ୡにฉいた͙
らい（স）。その࣌はす͙足にお灸をしてもらって、೤をԼげました。
お灸のしա͗で༷ऀױがՈにؼられてからෆௐが出てしまう、というようなことがないように、お灸はお腹

と足を多めにして、্の方はほとんどしない。そういうόϥンスを大ࣄにしています。
୅人は、ӄとཅを入れସえるのがۤखな方が多いです。໷になってཅからӄに入れସえたくても、うまくݱ

いかなくて຾れないという人が多い。でもお腹にしっかりお灸をして೤を入れてあげると、ӄとཅの切りସえ
がしやすくなります。そういうҙຯでも、お腹のお灸が効Ռతであると考えますね。

―୆࠲灸にはʮ௕ੜ灸ʯΛお࢖いいたͩいています。

長生灸は、学生の頃に自分で選んで使い始めました。一般的な台座灸は1個ずつシールを剥がさないといけ
なくて、ゴミも出るし、ちょっと面倒なんですよね。その点、長生灸はシートになっていて、さっと取り出し
てそのまま使えます。
施術で使うのはもちろん、患者さんのセルフケアにもすすめやすいです。患者さんにとって、使いづらさは

それだけで続かない理由になってしまうので、できるだけストレスのかからない道具をすすめたいんです。私
が普段使っているのは「長生灸ライト」。強い熱感よりもじんわりあたたまる感じが好きで、その心地よさを
患者さんにも知ってもらえたらと思っています。

ʮ৸て썛るツボʯ쎛ʮボ쏃ʯをۃݟ쎘る
த୩先ੜྲྀのツボ썿の෇썤߹썛ํ
。うπϘ΍刺ܹのྔはどのΑうにܾΊていますか࢖�―

“詰まり”の状態に߹わͤて、どんな刺激を༩えるかを考えます。だから人によって使うツボはまったくҧい

92026年春号　すえとこ ｜

―刺さない鍼と竹筒灸を使われるのは、強い刺激を避けるためでしょうか？

私はやっぱり、「心地いい」がベースにある施術を心がけたいんです。「激しい治療でスッキリ」というより、
とにかくリラックスできて、副交感神経が優位になって、「すごくゆるんだな」と感じて帰ってほしい。その
ために最適なのが刺さない鍼とお灸の組み合わせだったんです。
ひねるお灸は本来、ピリッとした刺激を与えるものです。しっかり効く一方で、そのまま使うと患者さんが
痛みや熱さに驚かれることもあるので、私は竹筒や灸点紙を使って刺激をやわらげながら使うようにしていま
す。ありのままのお灸を感じてほしい気持ちもありますが、やけどのリスクがありますし、何より一度でも「痛
い」「熱い」と感じると、お灸そのものが苦手になってしまう。お灸を嫌いになってほしくはないので、「気持
ちよく受けられること」を大切にしています。
それに、竹筒灸はすごく奥に効くんですよ。鍼なら深く刺さないと届かないようなところでも、竹筒灸なら
届きます。私自身、鍼のڹきがۤ手なので、鍼を使わなくても深部にちゃんと届いてくれる竹筒灸は重宝して
います。

ʕ竹筒灸は背面に使うということでした。背中は深部に届く竹筒灸が必要なケースが多いのでしょうか。

週に１回来られている方でも、背中や腰は詰まりやすいです。気が滞っているタイプの人もいれば、硬結や
トリガーポイントのようなものがある人もいます。詰まりはピンポイントな人もいれば、表面に現れていたり、

刺さない鍼・竹筒灸・台座灸で組み立てる、
心地よい施術の考え方

中谷 尚子 先生
はりきゅうmaLu　院長
小児救急看護認定看護師

小児看護学講師

神戸市三宮で「はりきゅうmaLu」を開業し、刺さない鍼とお灸を中心とした施術を行う中谷先生。前編では、竹筒灸・
台座灸・箱灸を用いる施術の流れや、竹筒灸を身につけた経緯とお灸への思いをうかがいました。そして、看護師から
東洋医学の道に進まれた経緯について、ご自身の病の経験から東洋医学の根本的なアプローチに感じた可能性や、“理
由がわかることの安心感”を必要とする人に届けたいという思いを語ってくださいました。後編では実際の施術を通し
て、中谷先生ならではのツボとの向き合い方や、刺さない鍼・竹筒灸・台座灸の具体的な使い方をご紹介します。

後 編
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―�私にもお腹の詰まりが動いて、いなくなった感じが
　何となくわかります・・・！

お腹が整ったので、次は手足をみていきます。公孫のあたりが、
むくんでフワフワしていますね。こういうところのお灸はとても
よく効きます。竹筒灸でピンポイントに狙っていくというよりは、
台座灸のパワーで広く効かせるようなイメージです。
公孫のお灸は初めてですか？私は脾経や胃経によくお灸をしま

すし、足のむくみには本当にお灸がよく効きます。ただ、足三里は人によっては余計に胃酸が出てしまうこと
もあるので、注意が必要です。

―�お灸のあと、刺さない鍼ではどうアプローチしていくのでしょう。

私は刺さない鍼を、「滞っているものを流す」という目的を基本にして使います。それに加えて、肩背部か
ら上は「上がっているものを下ろす」ためにも使います。腰背部、腹部、足などは「お灸で足したあと通す」
という考えで使っています。私自身、刺す鍼よりも、刺さない鍼の方がしっくりくるんですよね。
刺さない鍼のすごいところは、流れが整うことです。お灸と合わせて使うと変化が出るスピードも早い。私

は指先の「いなくなった」「元気になったな」という感覚を大事にしていて、鍼を当てながら動かすと、やわ
らかくなったり、小さくなったりするのがよくわかるんですよ。

 手触りとひねりやすさ 
非常にひねりやすく、まとまりやすい！三角錐が作りやすいので、初心者にとっても扱いやすいので

はないかと思います。質感は、日本一黄金山の「ほわほわ」した感触とは異なり、「しっとり感」や粘り
気があると感じます。思ったよりとっても柔らかいですね。まとまりやすいので、たくさんもぐさをひ
ねる必要がある場合には、短い時間でたくさんひねることができ
て、効率がいいと思います。また塊（ダマ）になってしまうこと
が少なく、質感が均一ですね。
 香り 
シナモンのような香りが強く、お香に近い感じがします。私は好

きです。
 施灸した時の感想 
日本一黄金山に比べると、燃えるスピードが速く感じます。黄金

山は「じわっと」、ヒマラヤは「シュン！」という感じ。竹筒を当
てるリズム感もいつもと違うものになりますね。

（すえてもらった記者の感想）
ヒマラヤもぐさの方はチカッとした熱が最初に来て、すぐに終わります。黄金山の方が、奥まで届く

感覚や「グッとくる」力強さがあります。同じ先生に同じ大きさの艾炷ですえ比べていただいても、驚
くほどはっきりとした違いを感じられます。

取材時、当時発売したばかりの「ヒマラヤもぐさ」を中谷先生に試していただきました。
その時の印象や使い心地についての感想をダイジェストでお届けします。

もぐさをひねりながら、「手の中にもぐさ
があると、勝手に手がひねっちゃう」と楽
しそうに話す中谷先生。

「ヒマラヤもぐさ」のすえ心地中谷先生と記者が体験！
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ます。触れて反応があるところに竹筒灸を３壮ずつして、また反応を見て、足りなければ足す。そんな感じで、
反応を見ながら決めていきます。
竹筒灸は奥に効く、と先ほど言いましたが、表面の浅いところにある“詰まり”にも竹筒灸を使うことがあり
ます。何壮かすえて「抜けたな（＝“詰まり”がなくなったな）」と感じれば、これくらいの刺激が適切だ、と
判断して進めていきます。
何壮かお灸をしても、思ったような反応が返ってこない“元気のないツボ”もいます。また“詰まり”に多いの
は“寝ているツボ”ですね。「寝た子を起こす」じゃないですけど、“寝ているツボ”を起こしてしまうと、今まで
は無かった痛みが施術によって出てきてしまうこともあります。そうしたツボは今回の治療で取りきることに
はこだわらず、置いておこう、と判断することもあります。
“寝ているツボ”は、今は大人しくても後々痛みや症状が出てくるツボだと考えています。今症状が出ている
表面のツボがゆるむと、寝ていたツボが「ボスは自分だ！」みたいな感じで後から出てきます。そうしたボス
のツボには刺さない鍼でアプローチすることが多いですね。

―�ツボの状態を「元気がない」や「寝ている」
と生き物のように表現されるのが新鮮です。

患者さんにも「ࠓ೔はこのπϘにݩ気がないです
ね」「ࠓ೔はこのπϘがౖっています」という࿩を
よくするんです。「ࠓ೔はここにϘスがฒんでいる
のでちΐっと࣌ؒがかかります」と఻えたりもしま
す。৸ているπϘがىきた࣌なんかは、施術されて
いるଆも「あ、ىࠓきたな」とわかったりするので、
おもしろいですよ。「ࠓここにѱいϠπがいるの、
わかりますかʁ」とฉくと、「わかります、それが
痛いんです」とฦってきたり。ॳめて施術をする人
とでも、そうしたձ࿩でڞ௨ೝࣝができます。

また、πϘにݩ気がない࣌は、୆࠲灸をひとͭすえるだけで、「ありがとう」とݴうようにゆるΉこともあ
ります。ಛに଍ࡾཬはわかりやすくて、お灸ひとͭで「ݩ気がग़ましたʂ」となることもあれば、「ひとͭじゃ
଍りません」となることもある。そういう൓Ԡをݟながら、その೔その࣌ʑのπϘと޲き合っています。

ツボの反応を指先で捉え、
感覚を重視しながら施術を組み立てる
―�ここからは、実際に先生の施術を受けていきます。
　（取材当時2025年6月）記者は出張が続いていて、胃の調子が悪い状態です。

まずお腹から触っていきますね。今の状態は、むくみというより気滞の方が強いです。ストレスが溜まると、
むくむというよりパンと張る感じになるんです。肩に出る方もいますが、こういう張りはお腹に出ることも多
いですね。
では、お腹にお灸を置いていきます。鳩尾にエネルギーが入ると、気滞がいなくなって、中脘も楽になりま
す。私はいつも、神厥を中心に、むくみや硬結のあるツボや力のないツボにお灸を４つ置くことが多いです。
お灸を外してもまだ残る感じがあれば、刺さない鍼で動かしてあげるとお腹がかなりすっきりしますよ。
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鋤
す き か ら

柄 誉
た か あ き

啓
（ 文 ・イラスト）

お灸と養生の専門サロン「お灸堂」（京都市）の院長。SNSでの発信をしつつ、鍼灸院の枠にとら
われない活動でお灸と養生を一般の人向けにゆるく、わかりやすく伝える。著書に『ゆるませ養生』

（大和書房）、『絵でわかる 京都・お灸堂のほどよい養生』（学研プラス）、『心と体をゆるめて、すっ
きり巡る まいにちのお灸と養生』（ナツメ社）、他。最新刊『メンタル養生』（ダイヤモンド社）は、
３年をかけてまとめた意欲作。

「
お
灸
の
レ
シ
ピ
を
考
え
る
」

YouTubeでレシピ動画をよく見ています。いつものようにぼーっと調理

の様子を眺めていたら、合間の雑談で「料理人と料理研究家は違う」という

話をしていました。「料理人は美味しい料理を作る人で、料理研究家は美味

しい料理を作ってもらう人」と。なるほど、と膝を打ちました。そんな話を

聞いてから、「どうしたらうまく伝わるだろう」と考えること自体も、ひと

つの仕事だと思うようになりました。

例えば、お灸をすえるときのツボの取り方。慣れないうちは、誰でもつい

グリグリ押してしまいます。押せばどこもそれなりに痛いし、「結局どれが

ツボなんですか？」となる。これは避けて通れません。「力を抜いて、やさ

しく触りましょう」と伝えても、なかなかうまくいかない。「力を抜いて」

という言葉ほど、仕事をしない言葉はないのかもしれません。どうしたら、

うまく伝わるだろうか。

そのことを薄ぼんやりと考えながら、スーパーで買い物をしていたある日

のこと。何の気なしに好物のアボカドを手に取って、今晩食べられるくらい

のものを探していました。そのときにふと「これだ」と思いました。人は誰

から教わらなくても、熟れたアボカドを探すときには傷つけないように、や

さしく包み込むように触ります。この触れ方は身体を傷つけずに力を抜いて

触れる理想的な力加減でもあるのです。

それ以来、ツボの触り方を説明するときは「アボカドを触るように」とお

伝えしています。こういう例えは、自分が相手と共有できる経験によってい

くらでも変わります。アボカドでピンとこないときは、みかんでもよいでしょ

う。うまくはまると、それまでできなかったことが、ふっとできるようにな

る。目の前で人が元気になるのも楽しいけれど、誰かが「できた」と感じる

瞬間に立ち会えるのも、また別の楽しさがあります。

これは治療としてのお灸とは、少し違うところにある楽しさです。料理で

いうなら、作る楽しさとは別に、「どうすれば作ってもらえるか」とレシピ

を考える楽しさに近いのかもしれません。手間をかけずに、楽しくできる。

そんな家庭料理のようなお灸の使い方を、これからも考えていきたいと思っ

ています。

#8
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―先生が「今の状態」を見ながら施術を組み立てておられることがよくわかりました。

そうですね。ツボの反応を見ながら「これがいい
かな」と探っていく感じです。

足のお灸のあとはうつ伏せになっていただき、仙
骨に箱灸を置きます。

記者さんのお腹は冷えているわけではありません
でしたが、それでも仙骨には箱灸をします。骨盤内
の血流が十分ではないことが多いので、どんな方に
も仙骨への箱灸は必ず行いますね。腰とお腹は表裏
の関係なので、腰をゆるめるとお腹も復活してきま
す。お腹が戻ると、お腹がすく感覚も戻って、ごは
んがおいしく食べられるようになりますよ。

ツボの位置は骨度法などにより位置が決められて
いますが、実際はその日によって多少前後します。今日の合谷はここでも、明日の合谷は少し違うかもしれな
い。だからこそ、教科書や治療理論の通りにツボを選んだり位置を取ったりして施術するだけでなく、自分の
感覚も重視しています。

スペインでお灸を実践されているFelip Caudet先生は、外国の方向けにお灸のセミナーをよく開催されてい
ます。Felip先生がSNSで投稿されている内容を拝見すると、参加者の方が本当にひねるお灸を楽しんでおら
れるのが伝わってきます。自由に、楽しそうにお灸をひねっているのが、素敵だなと思ったんですよ。

鍼灸の世界には、基本的なルールはあっても色々な流派があり幅広い考え方があります。たとえば「熱のも
のに熱を加えたらいけない」というルールがありますが、私は蕁麻疹が出て赤くなっているところに、「風は
熱で飛ばした方がいい」と考えて、お灸をして良くなったことがあります。ツボの選び方も、きっとその先生
の経験や勘が生きて選ばれていると思います。自分で試して、その時々によって個別に判断することが、とて
も大事だと思うんです。理論や基本と異なるものでも、実際にやってみると「こっちも効くよね」と感じる場
合もあります。だから東洋医学って、すごく自由だと思います。

―�その自由さの中にも、先生なりの“基本”は
あるわけですね。

はい。私はやっぱり、陰陽のバランスをととの
えることと、どちらかに偏らず中庸を目指してと
とのえることが基本だと思っています。特に女性
は「陰」だから、「陽」を補うことがすごく大事。
その人に合っているのか見極めることが出来て、
理由が説明できるのであれば自由でいいと考えて
います。流派がいろいろあっても、元を辿ればと
ても自由で壮大で、どんな解釈もできるように
なっている。それが東洋医学のおもしろさであり、
懐の深さだと思っています。

ࣗ༝で썡쎙썮쎤い ౦༸ҩֶのջの޿さ
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 Q̎　 ྟচではどんなऀױさんに適していると感じましたか？

１例目は、足の長母指屈筋腱断裂で手術をしたばかりの方（40代
女性）です。腱の完全断裂のため親指が屈曲できず、四趾の腱と親
指の腱を繋げ再建する外科手術をされました。こうした大きな負担
のかかる手術の後は、部位や外傷重度にもよりますが、ױ部のຑᙺ
や感֮ಷຑが࢒ることがあります。手術部位の組織の癒着予防と疼
痛緩和としての効果を期待して、長生灸Non-smokeレギュラーを
使った治療とセルフケアのアプローチを継続しています。

２例目は、スキー外傷に
よる半月板・前十字靭帯損
傷に対し、内視鏡手術を受けて十年以上経過している方（40代女性）
です。膝関節は構造が複雑で、内視鏡手術は皮膚切開は小さいものの、
関節内での器具操作による組織損傷や術後の瘢痕形成は避けられませ
ん。また損傷してから長い時間が経過しており、１例目に比べて感覚
鈍麻がより顕著でした。患部周辺に長生灸レギュラーをすえても温熱
を感じられͣ、ηϧフέアのࡍに火傷をしていました。

そこで長生灸Non-smokeレギュラーに切り替えたところ、熱さを感
じることができ、火傷をしないよ͏になりました。また、違和感や浮
腫が消失し、感覚鈍麻と膝の動きにも改善がみられました。こうした
1・２例目のような、खज़に൐͏感֮ಷຑが起こͬている঱例に対し
長生灸Non-smokeを用いるࣄ例にख͝たえを感じています。

３例目は頭痛の方。脳血管障害の家族歴があり体質的に脾胃が弱く、ストレスを溜め込みやすい生真面目な
性格です。人間ドックの胃カメラ検査時に服用した鎮静剤をきっかけに、激しい頭痛が引き起こされるように
なり、仕事や生活に支障が出ていました。CT検査をしても西洋医学的な原因は見つかりませんでしたが、胃
カメラの鎮静剤による頭痛発症は他にも事例があるようです。患者がたまたまストレスを抱えていた時期に鎮
静剤を飲んだことによって、今回のような原因不明の頭痛が起きてしまったと考えられます。

この症例に対して耳の後ろにある乳様突起ʢ࠯ڳ乳突ےの෇
ண部ʣへのࢪ灸※2）というアプローチを取りました。それま
で長生灸ソフトを胸鎖乳突筋周辺の経穴に３～４壮すえたり、
乳様突起に長生灸Non-smokeソフトをすえたりしましたが、乳
様突起へ長生灸Non-smokeレギュラーを̍૖すえることがޮ
Ռతだとわかりました。頭痛への対症療法としてクリニックか
ら胃腸薬とロキソニンを処方していましたが、胃腸への負担を
避けたいのと、鎮静剤によって頭痛が誘発された経緯から極力
服用を避けたいという希望があったため、このお灸によるアプ
ローチが適していました。自分ですえるにはかなり難易度が高

※2）　�൅のੜ͑際͔つࣖのޙΖとい͏Ґஔのため、施灸の೉しい෦Ґとなります。特にࣖのܗによってࣖのཪが΋͙さの
೩ম఺に৮Εたり᫔ࣹ೤ͰՐইになるおͦΕが͋ります。実施さΕる場߹は安全性に十分഑ྀしてください。

ࣸਅのᚄࠟはൽෘ࣬ױͰ͋りՐইのࠟͰは
ないとの͜と。
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六番町飯田クリニックの鍼灸・漢方外来で施術を行っている唐沢具江先生。長生灸ソフトを利用した顔への
お灸※1）の臨床経験が豊富で、セミナー講師を務めるなど長生灸の先進的な臨床活用に取り組んでいただい
ています。現在は睡眠時無呼吸症候群（SAS）専門の医科・歯科連携クリニック内で、頭頚部および顔まわ
りへの鍼・灸治療を担当され、幅広い症例と向き合う日々を送っておられます。そんな唐沢先生に、長生灸
Non-smokeレギュラー・ソフトの臨床所感を伺いました。長生灸Non-smokeの新たな可能性がひらかれるご
報告をお届けします。

六番町飯田クリニック
鍼灸・あん摩マッサージ指圧師
漢方相談員

唐沢 具江（からさわ　ともえ）先生

長 生 灸 Non-smoke の
新 し い 扉 を ひ ら く
～ 炭化もぐさ特有の温熱刺激を意識した活用例 ～

特 集

※1）　�顔へのお灸を安全に実施するためには、顔に特有の施術リスクや製品特性についての十分な知識・経験が必要とな
ります。弊社の情報発信を参考にしていただく他、実際の臨床現場における施術判断および安全管理につきましては、
施術者自身の専門的判断と責任において行ってください。

 Q⚑　 長生灸Non-smokeを࢖い࢝Ίて、࠷ॳにͮؾいた「ҧい」は何でしたか？

私は従来の長生灸を、煙の影響を最খݶにཹめる「煙回避法」などで޻෉しながら施術をߦってきました。
そのため特にྟচでのࢧোはなく、「Ԏがग़ないこと」ʹ長生灸Non-smokeの࠷େのϝϦοトとは考えまͤん
でした。煙のग़ないお灸ࣗମは、ফ๷法などݱ୅の施術ڥ؀を考慮すると、あればうれしい঎඼です。しかし
施術者にとっては、೔ʑのྟচでՁ֨ଳがগしߴめの長生灸Non-smokeを、従来のお灸からいっͤいに੾りସ
えたり、メインのお灸としてऔり入れるのは難しいと感じていました。
ただ、ηルフケアとして一ఆؒظ使用してみたとこΖ、従来の長生灸と温熱の感じ方が໌らかにҟなるとい
うͮؾきがありました。長生灸Non-smokeは、火を͚ͭた௚ޙにߴ温を感じ、ߴ࠷温౓に達してϐーΫア΢ト
すると温౓がٸԼ߱しますが、ͦのޙの温熱の༨ӆはしͬかりと࢒る、それが特௃的だと感じました。従来の
長生灸にも施灸後の༨ӆはあるのですが、Non-smokeは໌֬にしっかりと熱が入った感֮がありϙΧϙΧが持
続するのです。
それで、長生灸Non-smokeは特ఆの৚݅や໨తに合ͬた࣌にこͦਅՁをൃشするのではないか。ͭまり、

従来の長生灸とはࠩผ化す΂きではないか。そうԾઆを立て、ηルフ灸とྟচの྆方で使用していきました。
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とで功を奏したという例もありました。骨に熱を入れるΠϝーδで࢖用すると温熱の༨ӆが深まりよりよいޮ
ՌをҾきग़ͤると考えています。

 Q̑　 長生灸Non-smokeのதでもレギュラーとソフトはどのよ͏に࢖い෼͚ていますか？

胸骨、鎖骨、頚椎（特に大椎）、また先に述べた仙骨や乳様突起など、骨にしͬかり熱を入れ込Έたい場合、
ソフトでは෺଍りないことが多いためレギュラーを用いることが多いです。
長生灸Non-smokeソフトが活躍したのは、やはり顔への施灸※3）が必要なケースです。私は従来の長生灸

ソフトを「煙回避法」で問題なく使用していましたが、鼻より下や顎など下顔面にあたる部位にすえる時はど
うしても煙が鼻から入りやすいため、空調や室内の風の流れに配慮する必要がありました。長生灸Non-smoke
ソフトであればそうしたݣؾいがෆཁなのでࢪज़のޮ཰がඇৗによかͬたです。

コロナの影響が大いにあると感じますが、近年ثٵݺにෆ҆を๊えているਓが急激に増えました。風邪やイ
ンフルエンザ、コロナに罹患後、数か月～１年以上咳だけが残るという患者が多いのです。そういう方はお灸
の煙によって容易に咳が誘発されてしまうため細心の注意をはらうことが必要です。しかし長生灸Non-smoke
ソフトならその心配がないという点で施術者側の安心感にも繋がり非常に助かっています。

主訴にプラスして最近多かった症例は花粉症です。ඓதִ࿷ۂ঱やඓߢのࡥڱなど、ඓのߏ଄త໰୊を࣋ͭ
ํは意֎とଟく、Ֆค঱だ͚でなくਭ຾ো֐のݪҼでもあるたΊ、ࢪज़を͏ߦことがҰఆ਺あります。こうし
た方への鼻うがいの指導と顔面部（印堂、四白、承泣、迎香）への長生灸Non-smokeソフトの施灸は有効でし
た。また、私の対応する鍼灸患者には、以前からֺ関節঱ʢ৯いし͹り・ਭ຾࣌の͗ࣃしりなどʣを๊えるํ
の割合が非常に多いです。この場合はやはり頭頚部、上
肢以外にも煙回避が難しい顔面部などへの施灸が必要と
なります。骨へのアプローチという意味でも長生灸Non-
smokeソフトが非常に役立ちました。

一方で、ֹ など໨から্の部位に用いるお灸としては、
従来の長生灸ソフトのํが໌らかに༗ޮだと考えていま
す。長生灸ソフトは温熱がNon-smokeに比べて持続しま
すので、それによる満足度やリラックス効果により、メ
ンタルヘルスに及ぼす効果が優れています。

ͦれͧれの長生灸に異なる特性がありますので、໨త
ผに࢖い෼͚ることで施術の幅も広がり、施術効果的に
もコストパフォーマンス的にも効率のいい施術を組み立
てることができると思います。

※3）　�長生灸Non-smokeソフトを顔への施灸に用いる際のリスク・注意事項をまとめた情報を動画で提供し
ています。

顎関節症があると胸部、頸部、側頭筋、咬筋などに圧痛が
顕著で鍼を痛く感じるケースが多いため、先に施灸を実施し
てその後刺鍼をすることで、過剰な筋肉の緊張を緩めること
ができる。
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い場所ですので、万人におすすめできる方法ではありませんが、日常的に継続していただくために何度も指導
と練習を反復し身に着けていただきました。現在は徐々に改善され患者自身も安心できるくらいのレベルまで
落ち着きました。

この方以外にも、脳疲労、それに関連する睡眠の質の低下、顎関節症や食いしばり、ワイヤレスイヤホンの
長時間使用による耳の疲労、耳鳴りなど、多くの現代人にみられる症状がある方には、一様に乳様突起への長
生灸Non-smokeレギュラー施灸を行っています。その結果、やはりこの場所への温熱刺激は長生灸Non-
smokeソフトよりも長生灸Non-smokeレギュラーが適していると感じますね。

 Q３　 従来の長生灸とは異なる長生灸Non-smokeの特性は何だと考えますか？

長生灸Non-smokeは着火後すぐ台座が熱くなります。その後台座灸の周囲で熱さを感じるので、炭化もぐさ
が発する輻射熱が従来の長生灸より強いと考えられます。また、先に述べたように、最高温度に達してピーク
アウトすると、温度は急下降します。そうした特性が「熱さは感じられるが、火傷はしにくい」という結果に
なっているのではないかと思います。
また、臨床例や私自身が感じた余韻の感覚と合わせて考えた時に、長生灸Non-smokeの熱はより深部に届

きやすい。筋肉だけではなく骨膜や骨にまで達しているのではないかと考えました。実際に脊椎術後の石灰化
の縮小にも高い効果を感じました。研究で実証されたことではないためどこまで断言していいのかわかりませ
んが、私自身はその感覚を頼りに、骨へのアプローチを意識する場合に長生灸Non-smokeを選択することで、
よい結果を得られることが多いです。

１・２例目の患部はどちらも重要な関節でした。肩や膝、脊椎などの近傍は、骨や靭帯が多く存在するため、
外傷が治癒しにくく、神経断裂や血流障害による部分瘀血、癒着が起こり、石灰化しやすくなります。また患
部にボルトやワイヤー、ロッドなどの固定具を入れたり摘出したりするため、感覚鈍麻も起こりやすい。そう
した症例における、関節など複雑な部位の骨や、瘢痕・石灰化に対して温熱刺激を与えるアプローチに長生灸
Non-smokeは適していると思います。
また３例目はもっとわかりやすく骨へのアプローチを意識しています。乳様突起は側頭骨の一部です。乳様

突起部に温熱を入れ込むことで耳や脳への血流が改善することを期待しています。実際にこの部位への施灸は、
患者の満足度が明確に高いという印象があります。

 Q４　 骨へのアプローチを意識した長生灸Non-smokeの活用シーンには、他にどんな例がありますか？

前職の女性専門フェムケアサロン（すえとこvol.６に
掲載）での経験から、恥骨や仙骨に留まる根深い冷えが
婦人科系疾患や膝・腰痛、足のむくみにつながる重要な
要素だと考えてきました。そのため恥骨や仙骨の冷えに
対して用いるお灸は、長生灸Non-smokeもしくは箱灸
を選択するようにしています。
また、現在では男性の治療も増えつつあり、前立腺肥
大による膀胱圧迫などの治療にも取り入れ始めました。
従来は膀胱経第一行線の左右に長生灸を置いていました
が、長生灸Non-smokeレギュラーを椎間に１列に置くこ

16 ｜  2026年春号　すえとこ



2　舟木宏直（2017）「治病信仰と灸 松本市灸地蔵と今治市凪見観音の調査報告」『社会鍼灸学研究』(11),66-72頁.
3　宮本常一（1907–1981）。民俗学者。日本各地を歩いて人々の生活や民俗の記録を多数残した。『忘れられた日本人』は代表作。
4　灸の年中行事の研究については、２論文がある。
舟木宏直(2019）「山形県における灸の年中行事の調査報告」『近畿民俗』185号, 95-106頁.
舟木宏直(2024)「灸の年中行事の分布と地域差二十日灸と二日灸を中心に」『佛教大学大学院紀要文学研究科篇』52号,57-74頁.

この時は、観音様の実在は確認できましたが、灸をすえる参詣者の存在は確認できませんでした。

との出会いऀܮࢀ　

同年８月、伝承にある「17日の縁日」に合わせて再び現地へ向かいました。詳細な情報がないまま夜行バス
で向かい、早朝から夕方まで観音像の前で待ち続けましたが、参詣者に会うことはできませんでした。
当時の私は鍼灸の世界しか知らず、石仏や民俗学の知識も皆無です。しかし、どうしても「なぜ人は石仏に

灸をすえるのか」という問いが頭から離れません。『石仏調査ハンドブック』や『医と石仏』などの書籍を読み、
独学で思考を巡らせる日々が始まりました。
同年11月、３度目の訪問でついに転機が訪れます。この時は、２回目の訪問後に作成した凪見観音の御堂建

設時の寄付者のリストをもとに、その方々を探して地区内を歩きました。その結果、実際に観音様に灸をすえ
た経験を持つM氏をはじめ、信仰を受け継いできた方から直接お話を伺うことができたのです2。

ຊৗҰとຽଏֶ΁の൶ٶ　

この凪見観音の調査を通じた一連の経験は、私の好奇心を激しく揺さぶりました。同時に、「語り手である
70代以上の方々がいなくなれば、この文化は消えてしまう」という強い焦燥感に駆られました。
それまでの私は、鍼灸の効果を科学的に解明しようとする研究は行ってきましたが、こうした現象を学問的

に捉える方法を持ち合わせていませんでした。宗教学や社会学を彷
さま よ

徨った末に、宮本常
つねいち

一3の著作『忘れられ
た日本人』に出会います。この時「これだ！」と感じました。
この一冊との出会いにより、私は「民俗学」という学問の存在を知りました。そして、鍼灸師が直接介入し

ない、庶民の中に根付いた「多様な灸文化」を研究するという指針を定めました。

　「ೋ೔پ」͔Βത࢜՝ఔ΁

その後は、民俗学の文献や自治体史に目を向けるようになり、灸が使われる年中行事に出会います。その一
つである「二日灸」の全国分布を調べるため、毎週末のように図書館へ通い詰めました。独学ではなくしっか
りとした指導を受けたいと思い、2018年には佛教大学大学院修士課程へ入学。「二日灸」を調べる過程で出会っ
た「二十日灸」の研究を経て、2020年には博士課程へと進学しました4。

　͓ΘΓʹɿණࢁのҰ֯Λ۷ΓԼ͛ͯ

学生時代、明治鍼灸大学（当時の名称）の研究室で動物実験に明け暮れていた頃の自分には、今の姿は想像
もつかなかったと思います。人生とは実に不思議なものです。
民俗学に出会い、灸の庶民文化を研究する中でその多様さに触れるにつれ、私の研究などその一部に注目し

ているに過ぎないと感じています。博士論文は一つの区切りですが、私の探求はこれからも続きます。このコ
ラムを通じて、一人でも多くの先生方が、治療技術としての灸はもちろん、その背後にある豊かな文化にも興
味を持っていただければ幸いです。
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　初のフィールドワーク「凪
なぎみ

見観音」との出会い

私ごとではありますが、2025年は大きな節目の年とな
りました。10年以上前から進めてきた研究をまとめ上げ、
博士論文として提出することができたからです。
私が「灸の民俗学」というテーマに出会ったのは、
2014年のことでした。愛媛県松山市で開催された全日本
鍼灸学会学術大会へ参加した際、「愛媛といえばお灸文
化。何か面白い話はないだろうか」と、ふと検索したこ
とが、すべての始まりでした。
学会後も気になって調べていたところ、今治市商工会
議所のWebサイトで「お
灸をすえる凪見観音さ
ん」の記述を見つけまし
た1。そこに書かれていた
のは、石仏に灸をすえて
健康を祈願するという、
見たことも聞いたことも
ない習わしでした。
「この観音様は実在す
るのか？本当に灸はすえ
られていたのか？」
その好奇心に突き動か
され、2015年３月、私は
今治市を訪れました。そ
こで目にしたのは、背面
の窪みに煤痕が残る観音
石仏像でした。

1　�今治市商工会議所のWebサイト内『今治地方の伝説集』ページより。同ページの内容は大澤文夫著（1992）『今治地方の伝説集』
による。

凪
な ぎ み

見観音から始まった旅
鍼灸師が民俗学の門を叩くまで

第８回
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鍼灸師、民俗学者。明治鍼灸大学（現・明治国際医療大学）卒業、同大学院修士課程修了。京都
府立医科大学大学院博士課程満期退学。灸にまつわる年中行事や信仰、家庭療法への関心から民

俗学的な研究を始める。佛教大学大学院修士課程を経て博士（文学）を取得。現在、佛教大学総合研究所特別研究員。
専門は医療民俗学。

舟木 宏直

凪見観音菩薩の全体像 煤の付いた背面の窪み
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【シリーズ・女性×鍼灸を考える】

地域の院から、産婦人科へ
つながりの中でひろがる、鍼灸師の仕事
下山佐智子 先生（くらもちはり灸・千葉の鍼灸 / 茨城県阿見町）

【リサーチ！わたしの鍼灸治療】

ひねるお灸・台座灸・箱灸を使い分ける
ツボの反応を丁寧に
すくいあげる施術 〈後編〉
中谷 尚子 先生
（はりきゅう maLu / 兵庫県神戸市）

【特集】

長生灸 Non-smokeの
新しい扉をひらく 
唐沢 具江先生
（六番町飯田クリニック / 東京都千代田区）

　産婦人科で入院鍼灸を受ける産後のお母さん達の反応を伺うと、「受けてみたかったけどどこに行ったらよい
かわからなくて」という声が多いそうです。産後の鍼灸ケアの存在は、現代のお母さん世代に意外と浸透して

いる、と言えそうですが、「どこに行けばよいかわからない」のは、もったいないですよね。治療院
で患者が来るのを待つのではなく、鍼灸師が産婦人科へ赴き鍼灸ケアを提供する機会を作ること
が、改めて大切だと思いました。
　一方「鍼灸って何をするの？」というお母さんには、小児針を見せて説明することもあると
いう下山先生。鍼は痛くないし、お灸も熱くない、小児針で子どもも治療できますよ、とお話し

すると安心されるそうです。いつでも説明できるよう、小児針を常に持ち歩いているとのこ
とで、取材中も「今ポケットから出てきました」と手品のようにサッと取り出して見せて
くれたのでした（四次元ポケット？）。

2026年6月30日（火）まで

本誌へのご意見ご感想をお寄せください！
今後の「すえとこ｣制作の参考にさせていただきます。

ヨモギローがもらえる
チャンス！

ご回答いただいた方の中から、抽選で3名様に
ヨモギローぬいぐるみをプレゼントいたします。

プレゼント応募締切

下山先生

　記者が施術を受けさせていただいている間も、「ここに小さな子達がミチミチに並んでいます」
「左が終わったので、右が忘れないでって呼んでいます」とツボの様子をおもしろおかしく
（ただし先生自身はとても真剣）伝えてくださる中谷先生。身体が辛くて施術を受けてい
るはずなのに、気がつけば客観的に自分の身体を見つめている感覚で、それ
だけでも心が軽くなりました。「そんな風に見えているんだ」と思うことで、
自分の身体の発見につながる。そんな体験ができるのも東洋医学ならで
はですね。

中谷先生




